






























































































































































































（ゼロ債務）横瀬町町道3107号線外配水管布設替工事

仮設材賃料計算書



土留材賃料集計表

町道部

矢板 腹起し 切梁 水圧ポンプ

100m当り 全体分

種別 賃料 運搬重量

軽量鋼矢板H=2.0 1段

軽量鋼矢板H=2.5 2段

合計

軽量鋼矢板H=3.0 2段



軽量鋼矢板賃料算出(100m当り)

軽量鋼矢板(LSP2型) 矢板長2.0m・切梁1段

・ 共用日数=矢板使用箇所数×1.7(共用日数割増)

施工延長

12.00(m/口) / 0.25(ｍ/枚)×2(両面) = (枚)

 (枚) × 2.0(ｍ)×0.0296(t/m) = (t)

= 回

1/2×(ｎ＋1) ※ｎは矢板の使用回数

=

・ 軽量鋼矢板賃料（1口当り施工延長は12.0ｍとする。）

=

県単 県単

= (   円/t・日× 日＋   円/t×2.75× )×     t = 円

・ 腹起し材賃料（4.00ｍ/本であることから、両側で6本とする。）

物価資料

= (  円/本×6本×   日)＋ 基本料    円/本×6本 = 円

・ 切梁材賃料（2本/4.0ｍであることから、6本使用とする。）

物価資料

= (   円/本×6本×  日)＋ 基本料    円/本×6本 = 円

・ 水圧ポンプ

物価資料

= (   円/本×1台×  日)＋ 基本料    円/本×1本 = 円

100.00 m

計Ｌ=100.00ⅿ

日進量 12.00 m 仮定

矢板転用回数

矢板共用日数

1口当り重量

物価資料

使用回数

補正率

(共用1日当り賃料×施工供用日数＋1現場当り整備費×変数×補正率)×1口当り重量

物価資料

物価資料



①軽量鋼矢板賃料算出

軽量鋼矢板(LSP2型) 矢板長2.0m・切梁1段

・ 共用日数=矢板使用箇所数×1.7(共用日数割増)

施工延長

73.44(m/口) / 0.25(ｍ/枚)×2(両面) = (枚)

  (枚) × 2.0(ｍ)×0.0296(t/m) = (t)

= 回

1/2×(ｎ＋1) ※ｎは矢板の使用回数

=

73.44 m

計Ｌ=73.44ⅿ

日進量 仮定

矢板転用回数

矢板共用日数

1口当り重量

使用回数

補正率



施工日数の算定（軽量鋼矢板　H=2.00m） 算定表② 軽量鋼矢板

1ﾛｯﾄ　標準延長= 15.00ｍ 施工延長

H= 2.00ｍ 掘 削 幅

舗 装 版 直 接 掘 削 積 込 ｸﾛｰﾗ型 山積0.28m3 15.00 × 0.85ｍ = 12.75 ㎡ ㎡ 日

全体数量 施工延長 標準延長

機 械 掘 削 ｸﾛｰﾗ型 山積0.28m3 91.25 ÷ 73.44 × 15.00 = 18.64 ㎥ ㎥ 日

建 込 工 掘削深 2.0ｍ以下 15.00 ｍ ｍ 日

管 布 設 工 呼び径250mm 15.00 ｍ 日

全体数量 施工延長 標準延長

埋 戻 工 ｸﾛｰﾗ型 山積0.28m3 77.85 ÷ 73.44 × 15.00 = 15.90 ㎥ ㎥ 日

引 抜 き 工 掘削深 2.0ｍ以下 15.00 ｍ ｍ 日

計 日

ｍ 日

15.00 ÷ = ≒ ｍ/日

ｍ ｍ/日

73.44 ÷ = ≒ 日

ｍ ｍ/日 不稼働日数

73.44 ÷ × 1.7 = ≒ 日

１枚/幅 側 枚 ｔ/枚

73.44 ÷ 0.25 × 2 ＝ × 0.0296 ＝ ｔ

使用回数 施工延長 日当り延長 使用回数

1/2 × ＋ 1) = 73.44 ÷ =

ｔ

73.44ｍ

0.85ｍ

工　　種 規　　格 数　　　量
一日当りの
施工量

施工日数
（実日数）

運搬重量

日当り

施工延長

実日数

供用日数

使用重量

補正係数

 



軽量鋼矢板賃料算出(100m当り)

軽量鋼矢板(LSP2型) 矢板長2.5m・切梁2段

・ 共用日数=矢板使用箇所数×1.7(共用日数割増)

施工延長

12.00(m/口) / 0.25(ｍ/枚)×2(両面) = (枚)

  (枚) × 2.5(ｍ)×0.0296(t/m) = (t)

= 回

1/2×(ｎ＋1) ※ｎは矢板の使用回数

=

・ 軽量鋼矢板賃料（1口当り施工延長は12.0ｍとする。）

=

県単 県単

= (   円/t・日×  日＋   円/t×2.75× )×   t = 円

・ 腹起し材賃料（4.00ｍ/本であることから、両側で12本とする。）

物価資料

= (  円/本×12本×  日)＋ 基本料    円/本×12本 = 円

・ 切梁材賃料（2本/4.0ｍであることから、12本使用とする。）

物価資料

= (  円/本×12本×  日)＋ 基本料    円/本×12本 = 円

・ 水圧ポンプ

物価資料

= (   円/本×1台×  日)＋ 基本料    円/本×1本 = 円

100.00 m

計Ｌ=100.00ⅿ

日進量 12.00 m 仮定

矢板転用回数

矢板共用日数

1口当り重量

物価資料

使用回数

補正率

(共用1日当り賃料×施工供用日数＋1現場当り整備費×変数×補正率)×1口当り重量

物価資料

物価資料



①軽量鋼矢板賃料算出

軽量鋼矢板(LSP2型) 矢板長2.5m・切梁2段

・ 共用日数=矢板使用箇所数×1.7(共用日数割増)

施工延長

3.78(m/口) / 0.25(ｍ/枚)×2(両面) = (枚)

  (枚) × 2.5(ｍ)×0.0296(t/m) = (t)

= 回

1/2×(ｎ＋1) ※ｎは矢板の使用回数

=

3.78 m

計Ｌ=3.78ⅿ

日進量 仮定

矢板転用回数

矢板共用日数

1口当り重量

使用回数

補正率



施工日数の算定（軽量鋼矢板　H=2.50m） 算定表② 軽量鋼矢板

1ﾛｯﾄ　標準延長= 3.78ｍ 施工延長

H= 2.50ｍ 掘 削 幅

舗 装 版 直 接 掘 削 積 込 ｸﾛｰﾗ型 山積0.28m3 3.78 × 0.85ｍ = 3.21 ㎡ ㎡ 日

全体数量 施工延長 標準延長

機 械 掘 削 ｸﾛｰﾗ型 山積0.28m3 7.05 ÷ 3.78 × 3.78 = 7.05 ㎥ ㎥ 日

建 込 工 掘削深 2.0ｍ以下 3.78 ｍ ｍ 日

管 布 設 工 呼び径250mm 3.78 ｍ ｍ 日

全体数量 施工延長 標準延長

埋 戻 工 ｸﾛｰﾗ型 山積0.28m3 6.21 ÷ 3.78 × 3.78 = 6.21 ㎥ ㎥ 日

引 抜 き 工 掘削深 2.0ｍ以下 3.78 ｍ ｍ 日

計 日

ｍ 日

3.78 ÷ = ≒ ｍ/日

ｍ ｍ/日

3.78 ÷ = ≒ 日

ｍ ｍ/日 不稼働日数

3.78 ÷ × 1.7 = ≒ 日

１枚/幅 側 枚 ｔ/枚

3.78 ÷ 0.25 × 2 ＝ × 0.0296 ＝ ｔ

使用回数 施工延長 日当り延長 使用回数

1/2 × ＋ 1) = 3.78 ÷ =

ｔ

3.78ｍ

0.85ｍ

工　　種 規　　格 数　　　量
一日当りの
施工量

施工日数
（実日数）

運搬重量

日当り

施工延長

実日数

供用日数

使用重量

補正係数

 



軽量鋼矢板賃料算出(100m当り)

軽量鋼矢板(LSP2型) 矢板長3.0m・切梁2段

・ 共用日数=矢板使用箇所数×1.7(共用日数割増)

施工延長

12.00(m/口) / 0.25(ｍ/枚)×2(両面) = (枚)

  (枚) × 3.0(ｍ)×0.0296(t/m) = (t)

= 回

1/2×(ｎ＋1) ※ｎは矢板の使用回数

=

・ 軽量鋼矢板賃料（1口当り施工延長は12.0ｍとする。）

=

県単 県単

= (  円/t・日×  日＋    円/t×2.75× )×   t = 円

・ 腹起し材賃料（4.00ｍ/本であることから、両側で12本とする。）

物価資料

= (  円/本×12本×  日)＋ 基本料    円/本×12本 = 円

・ 切梁材賃料（2本/4.0ｍであることから、12本使用とする。）

物価資料

= (  円/本×12本×  日)＋ 基本料    円/本×12本 = 円

・ 水圧ポンプ

物価資料

= (   円/本×1台×  日)＋ 基本料    円/本×1本 = 円

物価資料

物価資料

物価資料

使用回数

補正率

(共用1日当り賃料×施工供用日数＋1現場当り整備費×変数×補正率)×1口当り重量

日進量 12.00 m 仮定

矢板転用回数

矢板共用日数

1口当り重量

100.00 m

計Ｌ=100.00ⅿ



①軽量鋼矢板賃料算出

軽量鋼矢板(LSP2型) 矢板長3.0m・切梁2段

・ 共用日数=矢板使用箇所数×1.7(共用日数割増)

施工延長

4.94(m/口) / 0.25(ｍ/枚)×2(両面) = (枚)

  (枚) × 3.0(ｍ)×0.0296(t/m) = (t)

= 回

1/2×(ｎ＋1) ※ｎは矢板の使用回数

=

使用回数

補正率

日進量 仮定

矢板転用回数

矢板共用日数

1口当り重量

4.94 m

計Ｌ=4.94ⅿ



施工日数の算定（軽量鋼矢板　H=3.00m） 算定表③ 軽量鋼矢板

1ﾛｯﾄ　標準延長= 4.94ｍ 施工延長

H= 3.00ｍ 掘 削 幅

舗 装 版 直 接 掘 削 積 込 ｸﾛｰﾗ型 山積0.28m3 4.94 × 0.85ｍ = 4.20 ㎡ ㎡ 日

全体数量 施工延長 標準延長

機 械 掘 削 ｸﾛｰﾗ型 山積0.28m3 18.18 ÷ 4.94 × 4.94 = 18.18 ㎥ ㎥ 日

建 込 工 掘削深 2.0ｍ以下 4.94 ｍ ｍ 日

管 布 設 工 呼び径250mm 4.94 ｍ ｍ 日

全体数量 施工延長 標準延長

埋 戻 工 ｸﾛｰﾗ型 山積0.28m3 8.63 ÷ 4.94 × 4.94 = 8.63 ㎥ ㎥ 日

引 抜 き 工 掘削深 2.0ｍ以下 4.94 ｍ ｍ 日

計 1.90 日

ｍ 日

4.94 ÷ = ≒ ｍ/日

ｍ ｍ/日

4.94 ÷ = ≒ 日

ｍ ｍ/日 不稼働日数

4.94 ÷ × 1.7 = ≒ 日

１枚/幅 側 枚 ｔ/枚

4.94 ÷ 0.25 × 2 ＝ × 0.0296 ＝ ｔ

使用回数 施工延長 日当り延長 使用回数

1/2 × ＋ 1) = 4.94 ÷ =

ｔ
運搬重量

日当り

施工延長

実日数

供用日数

使用重量

補正係数

4.94ｍ

0.85ｍ

工　　種 規　　格 数　　　量
一日当りの
施工量

施工日数
（実日数）

 


